
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3003 

令和５年度 工業科 

 

教科 工業 科目 
地球環境化学 単位

数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 地球環境化学 （実教出版） 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

地球における環境問題は、今後の工業にとっての大きな課題といえます。地球環境化学は将来

化学技術者として必ず必要になるであるいろいろな環境技術について学習していきます。

  

 

 

２ 学習の到達目標 

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことを通じて，化学工業の発

展を担う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指す。 

 

(1) 環境化学について資源及びエネルギーの有効期限や化学技術を活用した環境の保全を踏

まえ 

て理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) 環境化学に関する課題を発見し，技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に

対応し解決する力を養う。 

(3) 化学技術を活用して環境の保全に貢献する力の向上を目指して自ら学び，化学工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

地球環境の成り立ちから

その仕組みについて知り，

大気・水域・土壌・生態系，

それぞれについて基礎的・

基本的な知識とこれらの問

題点を分析するための調査

方法に関する環境保全技術

に関する知識・技術方法を

身に付けている。 

地球環境の諸問題を様々

な観点から，総合的にとらえ

考察することができ,発生の

原因・背景と人間の生産活

動・経済活動との関連をとら

えながら，次世代に向けて地

球環境に対して責任を持っ

た考え方を表現することが

できている。 

地球環境に強い興味・関心を

持ち，化学技術者としての在

り方や生き方について考え，

自らの行動と地球環境との

関連性を視野に入れて，自ら

課題の解決を目指し，主体的

に学習に取りもうとしてい

る。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

 
 

 

１ 

学 

期 

 
 

地 

球
と 

環 

境 

と 

人 

間 

1 地球と環境と人間

  

1-1 地球と人類  

1-2 地球環境問題 

a: 原始地球から現在の地球への

変化が生物とのかかわりの中

で行われ,このかかわりが人間

活動により問題が生じている

ことを理解し,地球環境問題に

ついて課題を見つけることが

できる。  

b: 自然の営みを知るとともに, 

人間の生産活動、経済活動が地

球全体に与える影響について

考察し,表現することができ

る。 

c: 相互に複雑に影響を与え合う

地球環境問題についての諸資

料を,各メディアを利用して収

集し,意欲的に課題を見つけ取

り組んでいる。   

定期考査

学習状況

の観察

  

  

定期考査

学習状況

の観察

  

  

学習状況

の観察 

提出物 

（ノート、プ

リント等）

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
２ 

学 

期 

 
 

 
 

 

地 

球 

環 

境 

2 地球環境  

2-1 大気の環境  

2-3 水の環境  

2-4 土壌の環境  

2-5 環境と生態系 

a: 現在の地球環境は,大気・水

域・土壌・生態系が相互に深い

関連を持って成り立っている

ことについて理解している。 

b: 大気・水域・土壌・生態系それ

ぞれの成り立ちを知り，人間活

動がこれにどのような影響を

与えているかを考察し，表現す

ることができる。  

c: 大気・水域・土壌・生態系の, 

それぞれに発生する問題の中か

ら課題を見つけ, その解決の方

向を示すことができるよう意欲

的に取り組んでいる。 

定期考査 

学習状況

の観察 

定期考査

学習状況

の観察 

学習状況

の観察 

提出物 

（ノート、プ

リント等） 
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３ 

学 

期 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

人 

間 

活 

動
と 

環 

境 

3 人間活動と環境  

3-1 人間活動を支える物

質資源 

3-2 人間活動を支えるエ

ネルギー 

3-3 化学物質の影響

  

a: 各種資源の活用,化学物質の

影響についての技術や情報は

変化が速いため,学習内容を基

本に,様々な情報源を通じて新

しい情報を得ることで比較検

討ができ,様々な情報源を通し

て理解している。 

b: 生活の豊かさや便利さを追求

する上で，資源を有効かつ安全   

に利用するために，生活の中で

どのように実践できるかを考

えることができる。 

c: 資源の消費が人間活動を支え

ていることに関心を持ち，資源

の有効利用のための考え方や，

さらに，資源を利用する上で生

成される物質の安全性につい

てなど，正確な情報に基づいて

対応ができるように意欲的に

取り組んでいる。 

学習状況

の観察 

学習状況

の観察 

学習状況

の観察 

提出物 

（ノート、プ

リント等） 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


